
としま町連だより'、

区町会連合会は、行政と地域社会を支える組織として、お互いの信頼関係のもとパートナーとして、

活動していきます。

令和5年第65回定期総会・懇親'会を次のとおり開催します。案内状1ネ既にお送りしています。ご参加を
お願し、します。

定期総会一日時: 6月6日

懇親会一日時 同上

日時:4月5日(制午前10時30分

場所:区役所本j宇舎91皆第一委員会室
案件:

1.令和5年度区に対する要望について個答)一別記
三のと翁り

のとおり

◆定期総会・

(1k)午後5時場所:ホテルメトロポリタン
同上午後6時場所:

◆正御儉長会・区政連絡罫厶委員長会報告◆

04月期定伊陰

日時:4月14日(制午前10時30分
場所:町連事務室

案件:(区但の

1.令和5年度一般コミュニティ助成事業につぃて
2.町会掲矛瓶について

3.区瑛塵絡右厶委員ヲヨ優について

(町連)

1.令和5年第65回定期総会・^会にっいて一別記,
2.後援名義使用申請について

課、134 5年5月号

発行豊島区町会連合会

^4566-2315

◆

◆正副会長会報告◆

日時:4月20日(木)午前10時30分
場所:区で窒所本庁舎5階508 ・ 509会議室
案件;

(区側)

1.令和5年度^コミュニティ助成事業について

(町連)

1.令和5年第65回定期総会・^'会にっいて

2.令和5年度区に対ずる要望につぃて(回答)

10,000円

^

◆役員会報告◆

会



1.町会の未来像について

平成30年4月1日付けで「豊島区町会活動の活倒ヒの推進に関する条伊j」が施行されました。
この前文では、「豊島区の発展には、私たち一人ひとりが地域の中でつながりを強め、力を合わせていくこと

が重要でず。町会活動の活倒ヒを推進し、豊島区と町会の協働によるまちづくりを進め、未来へとっなげてい
かなくてはなりません。」とあります。

豊島区内では、都市言値道路7路線カミ言緬さ才帰発が進んでいます。特に第11地区では、 2路線が言緬さ
れ地或が十字に分断されます。

従いまして、豊島区の発行する「未来戦力推進プラン」等に、パートナーである町会~刀まちづくりに対ず
る期待や'役唐11など、町会の未来像についても取り上げるよう要望します。
【回答】「豊島区未来戦略推進プラン」の上位計画である「豊島区基本゛す植(令和4年4月改訂)」において、
協働によるまちづくりを進めるためには、町会をはじめとした地域社会にかかわる多様な主体と行政カミ、そ
れぞれの^1分担と対等な協力関係に基づき、共通の目的を実現するために連携し、ともに活動することが
必要であるとしています。

併せて、区のすべての施策を「参画と協働」rS那SJ「DX」の3つの視点でバージヨンアツプすることを明
確にするなど、町会昊司柳或の方々との連携を大幅に強化する方針を打ち出しました。

「未来戦略推進プラン2侃3【言打画事業編】」では、地域における区民参加,協働を推進する施策として、町
会活動に関わる「区政推進活動^」、「区瑛車絡会運営事業」、「町会活動活性イ岐援事業」、「町会連合会事
業への補助」の4^を位置づけています。

このように、区としては、町会の未来像を見据えながら、町会が活動しやtい環境を整え、町会活動を支
(企画割(区民活動^援し、良好な負城コミュニティの実現を目指して取り組んでいます。

■令和5年度区に対する要望について(回答)邑

2.町会活ージタJレιヒの推進について
令和3年度に第11地区で、令和4年度には、第9地区、第10地区とこれまで3地区で、東京都のモデル

事業として部の活用や赤X洲に兆るオンライン会議の開催などデジタノHヒに向けて取畔且んできました。
令和5年度以降東京都のモデル事業が為畿できるかは不遡月で手。スマホやパソコンに不慣れな方も多く

いることは十分に承知していますが、豊島区においてこの事業が計画的に推進できるよう強く要望します。
【回答】町会活動は、町会の加入率の低下や高鯏ヒ、担い手不足などの様々な課題を抱えています。また、新
型コロナ感染症の拡大のため、町会活動の中止昊縮小を余儀なくされています。

町会活動のデジタル化にっいては、子育て世代昊美皆者層などが町会に新たに参加する機会となり、担い手
育成の重要な方策と捉えてぃます。また、コロナ禍や災害時にも町会内のコミュニケーション昊弓車携の継続
が可能となります。

このようなこと力巧、令和3年團よ第n地区、4年度1ネ第9、10地國こおいて区政連絡会のオンライン開
催などのデジタノWヒに取り組んでぃます。さらに、令和5年度以降は、毎年2~3地区を対象に東京都の事業
を活用し、また、東京都の事業が活用できない場合でも区の事業として、町会活動のデジタル化を推進して

(区民活謝飾^まいります。

3.脚災士成等について

阪神淡路大震災では、家屋の伊」壊寒濠具の下敷きになった人々の8割を家族昊虹隣住民が救助したことから
災害時の野胡力がクローズアップされました

こうした経験等を教奇慨こして生まれたのが貿城の防災力の担し、手、として発足した「防災土」制度と伺ってい
ます。

豊島区では、町会等地或の防災力向上のために、この防災士の養成昊括用などにっいての考えはあるの力澗
し、U、たし、。

【回答】防災士の養成及て隔用にっいて、当課で実施している防災訓練制坊災講話、防災授業など、防災に関



する様々な事柄に対し区民の方々の力を大いに活用することを目的として、令和4年度から防災士資格取得
に係る研修費用の助成事業を開始し、10名に対して助成をいたしました。令和5年度以降も同規模の助成
を実施する予定で中。

なお、本事業は、防災土資格取得後区内の防災啓発事業に協力することを条件に補助を行っております
本事業により補助を受け防災士を取得した方については、防災訓練のや防災講話、防災授業などにお

紡災危機管理副る講師なと積極的に活用していく予定て,、。

4.防災コーディネータ^活用について

東京都は、女性の視点から防災分野において発揮されるよう「防災コーディネーター研修」を実施し、女性
のりーダー的人材を育成していると伺っています。

豊島区では、これまで9名の方力埼刊彦終了者となっているそうですカミ、豊島区は、この方ナこちをどのように
活用されているの力寸司いたい。

【回答1防災コーディネーターについて、 9名の研修終了者がいること1才把握しておりますが、その後の活用
方法等にっいては東京都より情報提供がなく、東京都自体も当該コーディネーターの活用方法を検討中との
ことでず。

その結果、豊島区でも防災コーディネーターについて活用に至っていないというのが現状ではありますが、

今後の東京都の検剥状況を乳墾しつつ、國虫自でもその活用について検討して参りたいと思います。
(防災量機管理掬

5.脚災の拠点について

豊島区では、災害時等α万^所として町会ごとに小中学校を中心に救援センターとして指定しています。
しかし、救援センターまでの避矧ミ困難な町会もあるように聞いています。
特に、高齢者等は慣才畷しんでいる身近にある区民集会室等を町会のE方'災拠点として活用することはできな

いでしょうか。^してください。

1回答】豊島区地國坊災き価では、区内35か所の小中学校等を救援センターに指定しています。救援センター
に指定された小中学校等は、体育館共數室等の広いスペースで多くの方々を受け入れることでき、安全を確
保できる場所であることが最大の理由ですが、そこで避難者を収容しきれない場合には、区有施設(区民ひ
ろば、地域文イ踏"造館、幼稚園)、都立高校、私立大学等を補助救援センターとして開設tることとしていま
す。

感染症等の複合災害下での被災も見据えて自宅が安全な場合には在宅避難を推奨している中で、救援セン
ターへの避難を要する災害となると、多くの方々が・'斉に^ること力惣定されます。
一方で、救援センタ』・矣補助救援センターとして指定されていない区民集会室等の区施設にも避難場所を

拡げることについては、運営管理の人員の確保などもあり、困難な状況でず。
今後は、区民集会室を面浩する区民活動推進課等各施設の目滑課を含め、区政連絡会等で意見交換を行い

ながら、災害時の身近な施設としての活用について検討を進めてまいります。
(区民^(防災^管^

6.防犯カメラ共架料の助成について

東京都及て邉島区の補助事業を受けないで取り付けた防和カメラの共架翆卜は補助の対象にならないとのこと
で手。

東京都の防犯カメラの補助事業については、東京都町会連合会の要望により実現できたと記憶しています。
また、共架料については、当町会連合会の要望により、豊島区の単独補助て始まったものと思0ています。
町会の見守り活動に活用しているものでありますので、補助事業を受けないで設置した共架料についても補

助対象にするよう要望します。

【回答1動生の当区の防犯カメラ共架料助成制度は、東京都の助成制劇こ紐づいており、助成を受けずに設置
した防犯カメラについては、共架料助成対象から1ネ外れております。

当区としましては、引き続き助成を受けずに設置した防犯カメラについても,課料の補助対象に組み込む
(治安対策担当課長)ことができないか、東京都に対し強く要望してまいります。



フ.コロナワクチン接種会場の拡充について

豊島区のコロづ・拠障には敬意を表します。コロナが収東しないなか、 4回目のワクチン1妾種に加え、オミク

ロン株対応のワクチン接種も実施されています。しかし、コロナ接種会場が池袋を中心に設置されています。
医療従事老等のマンパワ一の課題等もあると思いますが、出来ましたら東西にもコロナワクチン接種会場を

設置するよう検討してください。

【回答1本区の新型コロナウィルスワクチン1妾種事業では、現在、医療機関における「慨11接種.1 を基本とし、
区施設で実施する「集団接種と併せた接種体制を構築しており、これまで対象となる区民の8割以上が初

匝峡種(1・2回助を終了しております。にのうち価歳以上の95%以ヒの方が初値嫉種を終了しており

ます)

集団接種につきましては、接種開始当初は区内各地域に設置しておりましたが、こ^にもビざいますと

松り、その後「としまセンタースクエア」を中心とする体脚」となっており、令和5年4月現在におきまして
は、現下の接種需要の低下を踏まえ、1也袋保健所1か所となっております。

なお、個易1月妾種につきましては、区内約2Ⅸ)か所の医療機関で実施しており、各地域ιこおいて安心して接

種を受けることができる体制を確保しております。

今後の接種体制」につきまして、厚生労働省は「者型コロナワクチンの安定的な制度の下での接種への移行
に活用した体脚」から個品1」医療機関を中心とする体罰」^移行を進めるこを見据えると集団接種会場

とが適当である」との方針を示しております。

区といたしましては、国の方針と併せ、接種対象となる区民の皆様、さらに接種需要などを考慮したうえ
で、「個号IH妾種を中心とした接種体柳」」を確保し、区民の皆様が安心して接種できる環境を整備してまいりま

俸起ニロナウイノレスワクチン接種扣_当課長)す。

8.A印の使用について

区の施設(区民集会室等)にあるA団は、閉館時には使用できません。施設長の話では、利用者の緊急時等

に対応するものとのことてす。

地域差もあるようですカミ、施設のカギをプッシュボタン式等に変えるなど緊急時に町会でも使用できるよう

検討してください。

【回答】脚については、現在、区施設等の3W施設に設置してしぽす。そのうち、ファミリーマートと協定を

締結した区内84か所の店舗に設置したA即にっいては、24晰占の救命処置カミ可能となるよう図っています。

また、脚の更なる充実のため、区立施設ιこ為'ける設置場所の検討昊般置している民間1諜・団体~D利用協

力依頼、24時間利用可能な脚設置における助成御崚の検静よど様々な角度から取り組んでまいります。
なお、A団の設置場所については区のホームページにしておりますのでビ参照ください。今後も安全・安

0き機^_当課長)(区民活^心^の強化・充実を推進してまいります。

9.マイナンバーカードの磁気防止について

マイナンバーカードの取得者が大幅に増えていると聞いています。しかし、マイナンバーカードカ^に影

響されて使えなくなるケースがあります。 5年目の更新て田音唱番号が表示されず、再発行の経費がかかった事

例も出てきています。カードを入れるケースを磁気に強いものにするなど検討してください。

【回答】マイナンバーカードは、1Cチップとアンテナなどの電子部品を内蔵した精密機器のため、取扱い方法

によっては故障ずる可能性があります。

故障の原因には、高温、物理的な力、液体のほかご指摘の強、磁気がビざいます。
全ての事象に対応中る効果的な方法はないため、先ず、交付時の力ードケースに、皆様に日頃から気を付

けていただきたい「取扱い時の注意事項」を貼ることて■滴喚起をいたします。さらに、今後は力ードケー

スをお持ちでないお砦様には、窓口にて新しいケースをお渡ししますので、防磁効果はありませんが、擦れ
などによる破損を予防する効果等が期待できると考えております。

なお、ビ提案いたた、、た防磁ケースの購入にっきましては予算上困難な状況のため購入の予定はございま
艇合窓口認せん。


